
自分年金を年金保険で準備
老後の生活資金の確保として自分
年金を準備しようといわれることがあ
ります。自分年金を考えるとき、年金保
険を使ってみようというのは、一般的
な考え方です。
平準払か一時払かを決めてしまえ

ば、年金額から保険料を決めることが
できます。一番簡単な自分年金の作り
方は、年金保険を使うことです。 通常の年金保険は

通常の年金保険は、利息部分と元
本部分の取り崩しを併せて年金としま
す。最終的には、元本は取り崩されて
ゼロになります。
このしくみは、分配金の大きい投資
信託と同じです。運用をしながら、元
本を取り崩して年金を受け取れるの
ですから、シニア向けの金融商品とい
えるでしょう。

元本が減らない年金保険
ところで、年金保険の中には元本

（年金原資）が減らないタイプのもの
があります。運用利回りで得られる増
加分だけを年金として受け取るので
あれば、元本は減らないというのが考
え方です。
資金に余裕があり、相続財産として

考えているが、相続までの間に発生す
る利息は自分たちで使ってしまおうと
いう商品です。

信託を使っ
て同じような
しくみを作る
ことができる
のですが、保
険であれば、
より簡単に実
現することが
できます。
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1ランク上のシニアライフの話  

積立金額に応じて設計 
保険を使った自分年金

自分専用の年金のことを
「自分年金」というようです。
自分年金を作るというので
あれば、生命保険を使って
設計するというのはごく自
然な考え方でしょう

1 ところで、既存の年金保険
の中には、元本が減らない
タイプのものがあります。相
続財産として遺したいけど、
利息部分は自分たちで使っ
てしまおうというものです

2 一方、一般の年金保険は、
最終的には、元本がゼロに
なるものです。分配金の大
きい投資信託も、年金保険
の一種と考えることができ
ますね

3

生命保険に関する相談はお気軽に

自分年金の考え方

積立金額が
たくさんある
場合

積立金額が
限られている
場合

元本が減らない

元本が
取り崩されて

いく


